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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
29
日
、東
京
都
で
８
６
８

人
と
一
千
人
を
切
っ
た
が

ま
だ
高
止
ま
り
だ
」「
重
症

も
高
止
ま
り
で
亡
く
な
る

人
が
増
え
て
い
る
」「
埼
玉

県
で
３
人
が
変
異
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
。
い
ず
れ

も
英
国
滞
在
歴
が
な
く
市

中
感
染
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
こ
と
」「
国
内
で
の
変

異
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
56

人
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
緊
急
事
態
宣
言
下
、自

民
党
の
松
本
衆
院
議
員
、

公
明
党
の
遠
山
衆
院
議
員

が
深
夜
ま
で
銀
座
の
ク
ラ

ブ
に
滞
在
し
て
い
た
」「
国

民
が
自
粛
・
我
慢
を
強
い

ら
れ
て
い
る
な
か
許
せ
な

い
」「
役
職
辞
任
で
済
む
問

題
で
は
な
い
。
議
員
辞
職

す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
世

界
各
国
で
進
ん
で
き
た
が
、

日
本
は
遅
れ
て
い
る
」「
ア

ス
ト
ロ
ゼ
ネ
カ
が
日
本
の

工
場
で
作
ら
せ
る
と
い

う
」「
予
行
演
習
の
模
様
が

報
道
さ
れ
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
保
管
・
運
搬
・
解
凍

　

労
働
運
動
総
合
研
究
所

は
２
０
２
１
春
闘
提
言
を

発
表
し
、
コ
ロ
ナ
危
機
の

も
と
「
今
こ
そ
企
業
の
内

部
留
保
を
活
用
し
て
日
本

経
済
の
再
生
を
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
の
経

済
再
生
の
見
通
し
が
困
難

内
部
留
保
還
元
で

コ
ロ
ナ
危
機
打
開
・
日
本
経
済
再
生
を

　
　
　
労
働
総
研
が
春
闘
提
言

核兵器禁止条約の批准

　カンボジア 52カ国目

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発

効
し
た
22
日
の
翌
日
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
新
た
に
同
条

約
を
批
准
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
批
准
国
は
計
52
カ
国

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器

廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
、「
カ
ン
ボ
ジ

ア
は
52
番
目
の
批
准
国
に

な
る
こ
と
で
核
兵
器
の
な

い
世
界
に
向
け
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
示
し
た
」
と
歓

迎
し
ま
し
た
。

な
の
は
国
内
需
要
の
減
少

に
あ
る
と
指
摘
。
賃
金
引

き
上
げ
や
労
働
条
件
の
改

善
、
消
費
税
引
き
下
げ
な

ど
で
内
需
の
拡
大
に
転
換

し
、
コ
ロ
ナ
危
機
を
打
開

す
べ
き
だ
と
提
起
し
て
い

そ
の
ご
く
一
部
を
還
元
す

る
だ
け
で
「
コ
ロ
ナ
危
機

を
経
済
再
生
の
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
強
調
。
不
要
不
急

の
内
部
留
保
の
５
・
05
％

で
２
万
５
０
０
０
円
の
賃

上
げ
が
可
能
。
時
給

１
５
０
０
円
は
４
・
25
％
、

働
く
ル
ー
ル
確
立
（
不
払

い
労
働
根
絶
、
年
休
完
全

取
得
、
週
休
２
日
制
の
完

全
実
施
）
も
３
・
79
％
で

可
能
で
あ
り
、
非
正
規
雇

用
の
正
規
化
と
合
わ
せ
て

も
15
・
57
％
と
し
て
い
ま

す
。

ま
す
。

　

企
業
に
は
２
０
１
９
年

度
時
点
で
７
０
２
・
６
兆

円
も
の
内
部
留
保
が
積
み

上
が
り
、
そ
の
う
ち
不
要

不
急
な
も
の
だ
け
で

４
０
０
兆
円
あ
り
ま
す
。

や
、
接
種
し
た
あ
と
待
機

さ
せ
る
な
ど
大
変
そ
う

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

２
０
２
１
春
闘
。「
コ
ロ

ナ
禍
で
非
正
規
雇
用
や
女

性
・
若
者
は
大
打
撃
だ
」

「
組
合
は
賃
上
げ
を
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
大
企
業
は
内
部
留

減
る
法
人
税

増
え
る
消
費
税
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

保
を
積
み
増
し
て
い
る
」

「
こ
れ
ま
で
経
営
側
は
、内

部
留
保
は
危
機
に
対
処
す

る
た
め
と
言
っ
て
い
た
。

今
、
活
用
す
る
時
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
・
中
通
り
住
民
の

原
発
集
団
訴
訟
。
仙
台
高

裁
で
の
二
審
判
決
も
東
電

に
慰
謝
料
の
支
払
い
を
命

じ
た
。「
福
島
第
１
原
発
事

故
で
精
神
的
被
害
を
受
け

た
と
し
て
地
域
住
民
が
東

電
に
損
害
賠
償
を
求
め
た

裁
判
だ
」「
弁
護
士
が
住
民

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
29
日
の
朝
方
に
満
月

が
雲
の
合
間
に
み
え
か
く

れ
し
た
」「
１
月
の
満
月
は

ウ
ル
フ
ム
ー
ン
と
呼
ば
れ

て
い
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
28
日
、東
京
で
午
後
ぼ

た
ん
雪
。
夕
方
に
は
止
ん

だ
」「
武
蔵
野
中
央
公
園
に

ロ
ウ
バ
イ
が
咲
い
て
い
る
。

以
前
よ
り
株
が
増
え
て
い

る
」

　

外
環
道
工
事
で
昨
年
10

月
の
道
路
陥
没
と
地
下
空

洞
の
相
次
ぐ
発
見
。
ト
ン

ネ
ル
ル
ー
ト
の
周
辺
で
家

屋
被
害
、
ガ
ス
漏
れ
や
地

盤
沈
下
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

空
洞
発
見
で
施
工
方
法

に
も
問
題
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
三
つ
め
の
空
洞
が

発
見
さ
れ
た
区
間
で
は
、

東
京
外
環
道
工
事
で
地
下
空
洞

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
無
視

　
安
全
よ
り
安
上
が
り
優
先

　

共
産
党
の
志
位
委
員
長

は
１
月
21
日
、
衆
議
院
の

代
表
質
問
で
、
今
夏
の
東

今夏の東京五輪は中止し、
コロナ収束に全力を

　　代表質問で志位委員長

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
た
び

た
び
回
転
不
能
に
。
そ
こ

で
施
工
に
添
加
剤
と
し
て

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
使
用
す

る
よ
う
専
門
家
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
無
視
し
て
高
分
子

材
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
。
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を

使
う
と
排
出
土
は
産
業
廃

棄
物
と
な
る
。
大
量
の
産

廃
が
出
て
コ
ス
ト
増
と
な

る
た
め
安
全
よ
り
コ
ス
ト

を
優
先
し
た
と
ゼ
ネ
コ
ン

関
係
者
は
指
摘
し
ま
す
。

　

工
法
の
安
全
性
を
実
証

で
き
な
い
ま
ま
で
、
住
民

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー

Ｗ
杯
複
合
男
子
。
渡
部
暁

斗
選
手
が
今
季
初
優
勝

（
24
日
）。「
荻
原
健
司
氏
に

並
ぶ
日
本
勢
最
多
の
Ｗ
杯

19
勝
目
だ
」「
29
日
は
写
真

判
定
で
惜
し
く
も
２
位
で

20
勝
目
お
預
け
に
な
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
田
中
将
大

投
手
の
８
年
ぶ
り
の
楽
天

復
帰
が
決
ま
っ
た
」「
ど
ん

な
投
球
を
見
せ
て
く
れ
る

の
か
楽
し
み
だ
」

京
五
輪
を
中
止
し
、「
日
本

と
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
力
を

コ
ロ
ナ
収
束
に
集
中
す
べ

き
だ
」
と
三
つ
の
問
題
点

を
挙
げ
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
一
部
の
国
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ

た
も
の
の
、
今
年
中
の
世

界
全
体
で
の
集
団
免
疫
の

達
成
は
あ
り
え
ず
、
ワ
ク

チ
ン
を
頼
り
に
開
催
を
展

望
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

第
二
に
、
各
国
の
感
染

状
況
と
練
習
環
境
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
の
先
進
国
と

途
上
国
の
格
差
に
よ
り
、

「
ア
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ー
ス

ト
」
の
立
場
か
ら
も
開
催

で
き
る
条
件
は
な
い
。

　

第
三
に
、
大
会
期
間
中
、

熱
中
症
対
策
で
５
千
人
の

医
療
従
事
者
が
必
要
と
さ

れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
対
策
も

加
わ
り
「
多
数
の
医
療
従

事
者
を
五
輪
へ
の
協
力
は

現
実
的
で
は
な
い
」
と
述

べ
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
開

催
の
是
非
の
再
検
討
を
求

め
ま
し
た
。

た
ち
の
不
安
は
増
す
ば
か

り
。「
も
う
工
事
は
止
め

て
」
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

シュワルツネッガー氏
ユダヤ人襲撃になぞらえ
アメリカ議会乱入事件を批判

　

俳
優
で
元
カ
ル
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
知
事
の
シ
ュ
ワ
ル

ツ
ネ
ッ
ガ
ー
氏
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
動
画
で
10
日
、
ト
ラ

ン
プ
支
持
者
に
よ
る
議
会

乱
入
事
件
を
、
１
９
３
８

年
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ

ヤ
人
襲
撃
（
通
称
「
水
晶

の
夜
」）に
な
ぞ
ら
え
、「
ト

ラ
ン
プ
氏
は
う
そ
で
人
々

を
誤
っ
た
方
向
に
導
き
、

武
力
転
覆
を
や
ろ
う
と
し

た
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま

し
た
。

　

彼
の
父
親
が
ナ
チ
ス
同

調
者
で
「
水
晶
の
夜
」
の

襲
撃
に
加
わ
っ
た
こ
と
を

明
か
し
、「
私
の
父
た
ち
は

う
そ
で
誤
っ
た
方
向
に
導

か
れ
た
。
そ
の
先
が
ど
う

な
る
か
を
私
は
知
っ
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
さ

ら
に
共
和
党
議
員
の
な
か

に
は
「
勇
気
が
な
く
」、議

会
へ
の
乱
入
者
に
「
共
謀

し
た
」
者
も
い
る
と
批
判

し
ま
し
た
。

に
寄
り
添
っ
た
判
決
と
評

価
し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
初
場
所
。「
前
頭

筆
頭
の
大
栄
翔
が
13
勝
２

敗
で
初
優
勝（
24
日
）。「
殊

勲
賞
、
技
能
賞
も
獲
得
し

た
。
３
大
関
に
勝
っ
て
の

優
勝
は
立
派
だ
」「
朝
霞
市

出
身
の
埼
玉
育
ち
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×


